
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎心と体を一体として捉え，生涯にわたって心

身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフ

を実現(継続)する資質・能力 

 

・運動やスポーツが，楽しさや喜びを味わうことや体

力の向上につながっていることに着目するととも

に，「すること」だけでなく「みること」「支えるこ

と」「知ること」など，自己の適性等に応じて，授

業を通して運動やスポーツとの多様な関わり方に

ついて考えたり実践したりすることができる。 

・個人及び社会生活における課題や情報を，健康や安

全に関する原則や概念に着目して捉え，疾病等のリ

スクの軽減や生活の質の向上，健康を支える環境づ

くりと関連付けて考えたり実践したりすることが

できる。 

小・中・高を通じて身に付けてもらいたい 

資質・能力（目指す子どもの姿） 

○中・高等学校体育実技研修 

 ６月 25日（火） 

 会場：島根県立体育館  

内容:器械運動，球技(ゴール型)，剣道，保健等 

 

○幼児期からの運動・体力向上指導者講習会 

 ８月 20日（火） 

会場：島根県立浜山体育館 

内容：運動遊びの理論と実践 

 

○島根県学校ダンス授業研究会 

 ７月 26日（金） 

 会場：未定（出雲市） 

   

○小学校体育実技研修 

７月 30日（火） 

会場：島根県立浜山体育館 

内容：体つくり運動系，表現運動系，保健等 

 

○中学校体育教員（ダンス）研修 

 10月 25日（金）  

会場：松江市総合体育館 

研修等について 

小学校 
体育 

 
重点１ 指導内容を明確にして運動の楽しさや大切さを味

わえる授業を工夫する！ 
□ 各単元の目標や本時における指導内容を明確に示し，児童が学習の

見通しや授業のゴールイメージをもてるようにしている。 
□ 易しい運動，思わずやってみたくなる運動から始め，少しずつ難し

くすることにより「もっとうまくなりたい」「勝ちたい」などの思い
や願いを膨らませるとともに，目標達成に向けた自己の課題が生ま
れるような活動を準備している。 

□ オリンピック・パラリンピックに関する指導として，各運動領域の

内容との関連を図り，児童の発達の段階に応じて，運動を通してス

ポーツの意義や価値等に触れることができるようにしている。 
□ 個別最適な学びと協働的な学びの充実に向けて，ＩＣＴを効果的に

活用した学び合いの場や，個々の技能の段階に応じて選択できる場
の設定などを工夫している。 

【☞ポイント】 
運動が苦手・意欲的でない児童への指導では，特に個に応じた指導
の工夫を図り，運動の楽しさを味わえる場面を保証するとともに，
児童が互いを理解し，受け入れ合いながら一緒に上手くなったり課
題を解決していったりする過程が大切です。 
仲間との伝え合いの場や機会を工夫することによって，自己の課題
発見やその解決につなげていくことが大切です。 
 
 

重点２ 身近な生活における健康・安全についての基礎的
な内容を重視し，健康な生活を送る資質・能力の
基礎を培う！  

□ 健康・安全に関心がもてるようにし，健康に関する課題を解決する
学習活動や外部人材等との連携・協力を図るなどの指導方法を工夫
している。 

□ 児童が運動と健康が密接に関連していることについて具体的な考え
をもてるように，運動領域と保健領域との関連を図った学習活動を
工夫している。 

【☞ポイント】 
学びの深まりをつくり出すために，児童が考えたり伝え合ったりす
る場面と教師が教える場面をどのように組み立てるかが大切です。 
 

 
 
重点３ カリキュラム・マネジメントの視点から，「学校にお

ける体育・健康に関する指導」との関連を考慮する！ 
□ 児童の発達の段階を踏まえて，学習したことを実生活や実社会に生

かすとともに運動の習慣化につなげようとしている。 
□ 幼児期並びに中学校との接続を重視し，系統性を踏まえた指導内容

の一層の明確化を図ろうとしている。 
□ 共生の視点を大切にし，体力や技能の程度，年齢や性別及び障がい

の有無等にかかわらず，運動やスポーツの多様な楽しみ方や関わり
方を共有することができるよう指導している。 

【☞ポイント】 
学習指導要領の総則第 1の２の⑶「学校における体育・健康に関す
る指導」の視点から，学校生活全体を通じて地域や家庭を巻き込み
ながら進めていく必要があります。 
国や県の体力・運動能力，運動習慣等調査結果などを用いて児童の
体力や健康状態等を的確に把握し，学校や地域の実態を踏まえた全
体計画を作成し，計画的・継続的に指導することが大切です。 

★学習評価について大事にしてほしいこと 

□３観点について，単元全体を見通して，いつ，どの場面で，何をどのように見取るの

かの具体的な「指導と評価の計画」を作成し，指導と評価の一体化を図りましょう。 

□１時間ごとの評価の重点を１～２観点にするなど，無理のない評価計画を立て，評

価のタイミングと方法を具体的に設定しましょう。 

□実施する学習評価を「形成的評価（診断的評価含む）」と「総括的評価」に分類・整

理し，「児童生徒の学習改善」と「教師の授業改善」につながる評価を実施しましょ

う。（評定のための学習評価のみにならないようにしましょう。） 

★体育・保健体育の指導におけるＩＣＴ活用について 

□資質・能力の向上及び育成のための補助的な手段であることを意識し，ＩＣＴ活用が目的化しないようにしましょう。 

□効果的なソフト・プログラムの活用や，ねらいを明確にした活用に留意し，ＩＣＴ活用が活動(運動学習，認知学習)

そのものの低下を招かないようにしましょう。 

(例)〔器械運動〕〔陸上運動〕 ⇒ 自分の動きを動画で撮影し，自分の課題を見つける 

  〔ボール運動〕〔球技〕 ⇒ 作戦や戦術を学習する際に，映像でイメージをもつ 

  〔表現〕 ⇒ 演技を動画で撮影し，動きの確認や学習評価等に利用する 

  〔保健〕 ⇒ 心肺蘇生法の手順の確認，課題解決のための調べ学習，効果的な資料提示等に利用する 

高等学校 
保健体育 

 
重点１ 生涯にわたり，計画的，継続的に運動やスポー

ツを実践する資質・能力を育成する！ 
□ 各単元の目標や本時における指導内容を，育成すべき資質・能力

の三つの柱に沿って明確に示している。 

□ 生徒が考える場面と教師が教える場面を計画的に組み立て，課題

を見付け，解決する学習活動を取り入れる指導がなされ主体的・

対話的で深い学びを促している。 

□ オリンピック・パラリンピック等の国際大会に関する指導を通し

て，スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展についての理

解につなげている。 

【☞ポイント】 
学習の成果が，関連の教科や特別活動など，他の教育活動と結び

付き，日常生活で生かされるよう学校の教育活動全体との関連を

図り指導計画を作成することが大切です。 

仲間との伝え合いの場や機会を工夫することによって，自他や社

会の課題発見やその合理的，計画的な解決につなげていくことが

大切です。 

 

 

 

重点２ 生涯を通じて自他や社会の健康・安全に関する
課題を解決していく資質・能力を育成する！ 

□ 健康・安全について適切な健康観察や休憩の実施，定期的な設備・

用具の点検等を行い，安全の確保を心掛けている。 

□ 健康・安全について自他の健康やそれを支える環境づくりに関心

が持てるような学習活動を取り入れている。 

□ 心肺蘇生法等の応急手当の原理や方法について，実習を通した学

習活動を取り入れ，ＡＥＤなどを用いて心肺蘇生法の技能を身に

付ける指導をしている。 

【☞ポイント】 
健康な生活と運動やスポーツとのかかわりを深く理解し，知識の

習得を重視した上で，知識を活用する学習活動を積極的に行うこ

とが大切です。 

 
重点３ ３年間の見通しをもち，生徒の実態に基づいた

指導計画を作成する！ 
□ 地域や学校の実態，中学校との関連，生徒の特性等を十分に考慮

し，「体育」及び「保健」の指導内容の関連や，体育的行事等と

の関連について卒業までの見通しをもった計画を立てている。 

□ 生徒の現状を把握するための機会や，これまでの学習内容を復習

する機会を設けるなど，一人一人の生徒の実態に応じた指導を工

夫している。 

□ 体力や技能の程度，性別や障がいの有無，目的等の違いを越えて，

運動やスポーツの多様な楽しみ方を卒業後も社会で実践するこ

とができるよう，共生の視点を重視して指導している。 

【☞ポイント】 
小学校から高等学校までを見通して，系統性を踏まえた指導内

容の見直しや重点化を図ることが大切です。 

中学校 
保健体育 

 
重点１ 生涯にわたり運動やスポーツに親しみ，多様な

関わり方を実践する資質・能力を育成する！ 
□ 各単元の目標や本時における指導内容を，育成すべき資質・能力

の三つの柱に沿って明確に示している。 

□ 体を動かす楽しさを味わうとともに，運動やスポーツの習慣化に

つながるよう意識して指導している。 

□ オリンピック・パラリンピック競技大会や国際的なスポーツ大会

などに関する指導を通して，スポーツの意義や価値等の理解につ

なげている。 

□ 何のためにその運動を行うのかという汎用的知識をもとに、どの

ように体を動かすかという具体的知識を理解することで「わか

る」と「できる」を関連させた「知識及び技能」の習得となるよ

う意識して指導している。 

【☞ポイント】 
「する・みる・支える・知る」といった多様な関わりを通し

て，生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現に向け，保健分

野や体育理論との関連，教科外活動や学校生活全体を見通した

教育課程の工夫を図ることが大切です。 

仲間との伝え合いの場や機会を工夫することによって，自他の

課題発見やその合理的な解決につなげていくことが大切です。 
 

重点２ 心身の健康を保持増進し，個人生活における健
康・安全についての課題解決につながる資質・
能力を育成する！  

□ 健康・安全について自他の課題を発見し，合理的な解決に向けて

思考し判断するとともに，他者に伝える場面を設定している。 

□ 欲求やストレス対処，応急手当等の実習を通して，健康課題の解

決に関わる技能習得を図っている。 

【☞ポイント】 
体育分野との関連を図り，小学校・高等学校の内容を踏まえた系

統性のある指導が大切です。 

 

 
重点３ ３年間を見通した指導計画を作成し，指導場面

を工夫する！  
□ 単元ごとに資質・能力の三つの柱の具体的な指導内容を計画的に

配置し，評価している。 

□ 学校や地域の実態，生徒の心身の発達の段階や小学校並びに高等

学校との系統性を考慮し，計画を立てている。 

□ 共生の視点を大切にし，体力や技能の程度，性別や障がいの有無

等にかかわらず，運動やスポーツの多様な楽しみ方を共有するこ

とができるよう指導している。 
□ 各分野の特質を踏まえ，主体的・対話的で深い学びの場面を設定

している。 
【☞ポイント】 

指導のねらいに応じて授業の中での生徒の学びを振り返り，学習

や指導の改善に生かしていくＰＤＣＡサイクルが大切です。 


